























【方法】対象は右利き健常成人 9 名（22.3±1.7 歳）であった．






を運動閾値強度にて電気刺激した 22 ms 後に左一次運動野手
指領域に TMS を行い SAI を計測した．運動課題前における
磁気刺激強度を安静時運動閾値（RMT）の 110 %，115 %，
120 %，125 %，130 %とし，運動課題後における磁気刺激強
度を 130 %RMT とした．single MEP およびSAI は運動課題
前および運動課題終了 1 分後から 4 分後にかけて計測し，運
動課題前（pre）および運動課題後 1-2 分（post 1-2 min），運
動課題後 3-4 分（post 3-4 min）の single MEP および SAI
各 12 波形の平均値を算出した．またSAI の値は single MEP
の値に依存して変動することが報告されているため，その影
響を取り除くために運動課題前後の single MEP の値が同程
度となる磁気刺激強度にて SAI の値を比較した．運動課題前
後の single MEP の比較には一元配置分散分析を用いた．また
single MEPに対するSAIの値の比較には対応のある t検定を
用いた．有意水準は 5 %とした． 
【結果】運動課題前後に得られた single MEP および SAI の
結果を図 1，図 2，図 3 に示した．pre における single MEP
の値に比べ post 1-2 min における single MEP の値が有意に
低値を示した．また pre においては single MEP に対してSAI
の値は有意に低値を示しているものの，post 1-2 min および






が報告されている．また GABA-A 作動薬の投与により SICI
が増大し，SAI が減弱することが報告されている．これらの
先行研究より，本研究においても PED 期間中に GABA-A 作
動性ニューロンの活動が増大したことにより SAI が減弱した
可能性が示唆された． 
図 1．130%RMT 強度における single MEP の比較 
図 2．post 1-2 min における single MEP およびSAI の値 
図 3．post 3-4 min における single MEP およびSAI の値 
 
【結論】軽負荷反復運動課題によるPost-exercise depression
期間中にSAI が減弱することが明らかになった． 
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